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●平成16年度決算報告

●第８回壬生町中学生海外派遣事業

●農業者年金制度

●第30回交通安全町民大会
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　秋の交通安全期間中の９月25日、町中央公民館

大ホールにおいて、第30回交通安全町民大会を開

催しました。表紙を飾っているのは、同大会が町内

の小・中学校児童生徒を対象に募集し、叢優秀賞に

輝いた学年別の作品です。（関連記事14～15頁）
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平成16年度一般会計決算額
１０

町では、

(;

1,325万9千円
町民の皆様に町の財政がどのようになっているかを

知っていただくために、財政状況を公表しています。

　今回は、皆さんからお預かりした、税金等のお金がどのよう
に使われ、利用されたのかを知ることができる決算についてご

報告いたします。

歳入の内訳 合計　110億3,326万３千円

　地方譲与税

2悟了,289万6千円

地方消費税交付金

3億7,801万9千円

　　　繰越金

4億9,552万1千円

　　　県支出金

　　5億13万5千円

　　国庫支出金

　　6億8,587万円

歳入の内訳
(財源区分別)

　　町債

12億350万円

地方消費税交付金

国庫支出金

町債

●自主財源

●依存財源

使用料及び手数料

2億5,570万7千円

　地方交付税

19億7,907万4千円

地方譲与税　　　2,5地方特例交付金　　1.5

自動車取得税交付金1.1利子割交付金　　　0.4

ゴルフ場利用税交付金0.3交通安全対策特別交付金0.1

町税

0,1
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繰越金

使用料及び手数料

1.3分担金及び負担金1.1

0.9財産収入0.1

0.0

地万公共団体が自主的に収入しうる財源。

国・県の意志により定められた額を交付されたり、割り当

てられたりする収入のこと。

　収入にしめる自主財源の割合が大きいほど、その団体の財政運営の自

主性・安定性が確保されます。

と
な
り
ま
し
た
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合計　106億1,325万９千円

農林水産業費 　　その他

1億7,801万5千円

　　教育費

12億8,211万4千円

その他2.7％

　　公債費

15億3,198万2千円

庁舎建設基金13億2,616万9千

円
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町民一人当たりが

　負担した町税

　　　　　　(単位:円)
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町
民
税

129,608 44,336

固
定
資
産
税

158,377 54,177

軽
自
動
車
税

3,507 1,200

町
た

ば
－
心税

16,982 　　　5,809

-一一　　－

　　　7,473

都
市
計
画
税

21,846

H 17. 3.31現在

住基人口

13,644世帯

39,886人

歳出の内訳

4億7,004万9千円

　　　消防費

5億6,128万4千円

　　　衛生費

10億7,624万3肩

12億5,39

歳出の内訳（性質別経費）
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10,942

11年度

一般会計決算額の推移

11,573

12年度 13年度

10,154

14年度

10,005

15年度

一般会計地方債現在高の推移

9,079,373

12年度

8,204,983

　……゜:゛゛:……………………………..　　7,840,582

　　　　　　　　　　11■･-㎜|■･..

13年度 14年度

7,562,707

15年度

10,613

(単位：百万円)

　－　１　歳　入ﾌﾟ]]

16年度

(単位：千円)

7,422,693

16年度

町民一人当たりの一般会計地方債現在高

228,314

12年度

205,979

13年度 14年度 15年度 16年度

(単位：円)

　県内市町村で比較してみると、44市町村中、地方債現在高は多い方から20番目であります。一人当た

りの現在高は少ない方から２番目であります。

※ただし、人口は平成16年３月の住民基本台帳による。

４



●主な財政分析指標

項　　目

財ﾄﾞ政力

指　　数

公債費

比jﾔ………率

比

限
　
率

平成16年度

0.697

83.9

11.5

5.1

　　　　　説　　　　　　明

　財政力指数が「１」に近いほど財源に

余裕があり、「１」を超えると地方交付

税の不交付団体となります。

　平成16年度決算時では、県内で25番目

となっています。

　団体の財政構造の弾力性を測定する比

率として使われ、適正水準は、一般に70

～80％と考えられています。

　平成16年度の県平均は、87.4％となって

います。

　地方債を借り入れた場合、毎年元金と

利息の支払いが必要になります。これを

公債費といい、この公債費の一般財源に

占める割合を公債費比率と言います。

　地方債の許可に係る指標のひとつで、

20％を超えると、その超える段階ごとに

起債が制限されます。平成16年度決算時

では、県内で最も低い数値を示していま

す。

　平成16年度の県平均は9.7％となってい

ます。

地方債現在高（平成16年度末現在）

臨時財政対策債

　　11傷9,490万8千円

財源対策債

　　7傷8,609万4千円

義務教育施設整備事業債

　　7傷3,898万3千円

減税補てん債

　　6傷口02万円
その他

　　2傷5,398万9千円

会　計　名 歳　　　入 歳　　　出 繰　越　金

国民健康保険特別会計 37億2,259万6千円 35億840万6千円 2億1,419万円

公共下水道事業特別会計 14億8,080万7千円 14億7,129万9千円 950万8千円

奨学資金特別会計 242万1千円 165万円 77万1千円

老人保健事業特別会計 29億5,133万1千円 29億886万9千円 4,246万2千円

介護保険事業特別会計 13億4,490万6千円 13億2,681万2千円 1,809万4千円

農業集落排水事業特別会計 3億1,395万7千円 3億625万2千円 770万5千円

水
道
事
業
会
計

収益的収入

5億5,100万紆円

収益的支出

4億7,539万円

特別損失

　482万円

　純利益

7,079万紆円

資本的収入

9,367万2千円

資本的支出

3億2,688万紆円

※収支不足額

2億3,321万7千円

※

５

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、過年度分損益勘定留保資金、当年度分損益勘定

留保資金及び、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額で補てんしました。

-

-



農林水産業費

・水田農業構造改革対策事業　　　　　2,895千円

・とちぎの園芸活性化対策事業　　　　8,233千円

　　いちごパイプハウスに助成

・みぶ・アグリチャレンジャー支援事業　11,959千円
　　ハウス自動換気装置，あぜぬり機，ロールベー

　　ラー等に助成

・松くい虫防除事業　　　　　　　　　3,685千円

・平地林保全対策事業　　　　　　　　6,343千円

　　わんぱく睦っ子の森，わんぱく北っ子の森管

　　理委託料等

・都市と農村の交流促進事業　　　　　1,897千円

・担い手規模拡大推進事業（交付者43入）959千円

・町単独芸道整備事業　　　　　　　　4,030千円

・基盤整備促進事業　　　　　　　　　20,426千円

商工費

・商工業振興補助事業　　　　　　　33,392千円

　　商品券発行事業，蘭学通りまつり等に対して助成

・中小企業融資制度事業　　　　　　69,112千円

・企業立地奨励補助事業　　　　　　　3,760千円

・観光振興団体助成事業　　　　　　13,000千円

・おもちや博物館維持管理事業　　　　492千円

　　入館者　115,794入

・おもちや博物館施設整備事業　　　236,868千円

　　おもちや博物館ジオラマ棟の建設を実施

回土木費

　・町道管理事業　　　　　　　　　　　15,108千円

　・町道修繕事業　　　　　　　　　　53,989千円

　・壬生インター北通り（N0.2 -565号線）97,556千円

　・�2 －327号線　　　　　　　　　　　10,112千円

　・一級町道９号線　　　　　　　　　　18,867千円

　・一級町道11号線　　　　　　　　　　82,772千円

　・町単独道路整備事業　　　　　　　265,408千円

　・御里土地区画整理事業　　　　　　61,806千円

　・安塚駅西広場整備事業　　　　　　73,914千円

　・総合公園維持管理事業　　　　　　38,610千円

　・東雲公園維持管理事業　　　　　　拡106千円

　　　ふれあい交流館利用者42,481人

　・小中規模公園整備事業　　　　　　　2,275千円

　・聖地公園整備事業　　　　　　　　　15,761千円

　・全町緑化推進事業　　　　　　　　　4,722千円

　・北関東自動車道休憩施設及周辺開発整備事業　3,562千円

　　　ハイウェイオアシス整備基本計画見直し業務

　　　委託料等

　・町営住宅改修等工事　　　　　　　30,282千円

　　　町営住宅階段手摺設置工事設計業務委託料，

　　　町営ひばりケ丘団地平屋住宅解体工事等

⑩消防費

　・石橋地区消防組合負担金　　　　　488,546千円

　・防火水槽整備事業　　　　　　　　　10,998千円

　　　安塚，本丸一丁目地内

⑩教育費

　・外国語指導助手配置事業（外国語指導助手2名）8,492千円

・非常勤講師配置事業　　　　　　　23,500千円

・小学校施設改俺等工事　　　　　　机855千円

　　壬生小消火設備及び給水ポンプ設備改修工事，安

　　塚小学校舎及び体育館耐震診断業務委託料等

・情報教育推進事業（小学校）　　　12,235千円

　　パソコン賃借料，保守点検委託料等

・非常勤講師配置事業　　　　　　　　6,328千円

・中学校施設改修等工事　　　　　　29,435千円

　　壬生中屋内運動場屋根及び外壁改修工事，南

　　犬飼中校舎及び体育館耐震診断業務委託料等

・情報教育推進事業（中学校）　　　　8,121千円

　　学習用パソコン賃借料，保守点検委託料等

・マイ・チャレンジ推進事業　　　　　2,217千円

・中学生国際交流推進事業　　　　　　8,504千円

　　オーストラリアヘ28名派遣

・幼稚園就園奨励費補助事業　　　　37,108千円

・すこやか子育て支援事業　　　　　11,859千円

・みぶ・ホリデーアクションプラン事業2,185千円

　　子ども遊び学び塾，心の教育出前講座，宿泊

　　研修，その他

・音楽鑑賞会開催等委託事業　　　　40,327千円

　　ニコライ・ルガンスキーピアノリサイタル，

　　ウィーン少年合唱団，プラハ放送交響楽団＆

　　ミッシャ・マイスキー，その他

・中央公民館改修等工事　　　　　　95,004千円

　　中央公民館等空調設備改修工事等

・図書等購入事業　　　　　　　　　　7,786千円

　　利用者数51,751人　貸出件数207,046点

　　16年度末現在の所蔵資料171,650点

・企雨具等開催事業　　　　　　　　　5,599千円

　　企画展「古今随一の名行司と名力士」

　　特別展「柊あおい　耳をすませば」

・埋蔵文化財発掘調査事業　　　　　　2,071千円

　　亀塚古墳発掘調査

・生涯学習館各種講座等開催事業　　　2,966千円

　　親子ふれあい教室，ハーブ・ビーズ教室，その他

・情報通信技術（IT）講習推進事業　2,834千円

　　IT基礎講習，ワード・エクセル講習，その他

・運動場維持管理事業　　　　　　　22,478千円

　　利用音数運動広場34,610入体育館23,322

　　入武道館9,436入テニスコート21,952入

　　トレーニングルーム3,123入

・運動場改修等工事　　　　　　　　　15,897千円

　　体育館外壁（東・南面）塗装工事，総合運動

　　場西駐車場整備・排水路設置工事等

・ふれあいプール維持管理事業　　　40,669千円

　　利用者数　53,383入

・ふれあいプール改修等工事　　　　15,771千円

　　休憩所内トイレ増設工事，放送設備改修工事等

⑤災害復旧費

　・農業用施設災害復旧事業

　　　福和田地区災害復旧工事
j………尚§者支出金

　・土地建物取得事業

　　　土地購入費（150.8�）

126千円

8,746千円

６



　　　平成16年度の主な事業実績

　議会費

　・議員研修事業　　　　　　　　　　　1,830千円

　・議会だより発行事業年４回発行　　2,436千円

………総務費

　・広報発行事業　　　　　　　　　　　17,321千円

　　　広報壬生・毎月23日発行，広報みぶお知らせ

　　　版・毎月８日・23日発行

　・庁舎維持管理事業　　　　　　　　　27,823千円

　・庁舎改修等工事　　　　　　　　　　　755千円

　　　議場改修（対面式）工事，教育委員会照明増

　　　設工事等

　・公用車購入事業　　　　　　　　　　2,056千円

　　　ライトバン　２台購入

　・第５次総合振興計画策定事業　　　　4,260千円

　・情報化推進事業　　　　　　　　　37,576千円

　　　パソコン13台・プリンタ２台購入，セキュリ

　　　ティポリシー作成業務委託料，保守管理費等

　・交通安全施設整備事業　　　　　　　4,421千円

　　　道路反射鏡等設置

　・おもちゃのまち駅自転車駐車場管理事業9,114千円

　・防犯灯維持管理事業　　　　　　　　9,297千円

　・防犯灯新設事業　　　　　　　　　　2,992千円

　・徴収嘱託員設置事業嘱託員２名　3,692千円

　・納税奨励事業　　　　　　　　　　　35,027千円

　　　全期前納報償金，納税組合補助金

　・固定資産税課税用資料整備事業　　19,455千円

　・参議院議員通常選挙費　　　　　　14,711千円

　・栃木県知事選挙費　　　　　　　　　13,294千円

俗民生費

,

し

51　

ﾌﾞｦﾌ……
…

……1

″万ﾚj7万ﾌｼ

.

･　　　

･･･.，　。rﾌﾞﾂﾞﾔlk

∧

ﾚ　゛鰹

7圭

4j………:|宍

７

・社会福祉協議会育成事業　　　　　24,646千円

・敬老金支給事業（対象者2,633人）24,586千円

・老人保護措置事業（措置者13人）　26,792千円

・高齢者家庭介護者助成事業（利用者279人）13,938千円

・紙おむつ給付事業（利用者486人）13,128千円

・シルバー人材センター育成事業　　10,927千円

・外出支援サービス事業（利用者H4人）　2,000千円

・寝具洗濯乾燥消毒事業（利用者74人）1,112千円

・配食サービス事業（利用者193人）5,247千円

・生きがい活動支接遇所事業（延利用者1,950人）3,000千円

・在宅介護支援事業　　　　　　　　　2,274千円

　　実態把握806件　介護予防プラン作成49件

・介護剥脱所得者利用者負担対策事業（対象者3㈹　1,034千円

・富士見荘維持管理事業（利用者4,015人）2,309千円

・授産施設むつみの森維持管理事業　53,710千円

・重度心身障害者医療費助成事業　　50,462千円

・身体障害者施設訓練等支援事業　　65,154千円

・知的障害者施設訓練等支援事業　　179,233千円

・民間保育園委託事業　　　　　　　241,708千円

　　ありんこ保育園，壬生寺保育園，メリーラン

　　ド保育園に委託

・民間保育園運営費等補助事業　　　　3,000千円

　　ありんこ保育園，壬生寺保育園，メリーラン

　　ド保育園に助成

・広域保育委託事業　　　　　　　　　16,474千円

・特別保育事業等推進費補助事業　　72,546千円

　　ありんこ保育園，壬生寺保育園，メリーラン

　　ド保育園に助成

・民間育児サービス対策補助事業　　　3,086千円

　　さくらんぼ保育園，森の子保育園に助成

・放課後児童健全育成事業　　　　　　8,642千円

　　メリーランド児童クラブ，どんぐり児童クラブ，

　　壬生寺児童クラブ，森の子児童クラブに委託

・児童手当扶助事業　　　　　　　　160,891千円

・すこやか子育て支援事業（34人）　　3,400千円

・幼児用補助装置購入費補助事業（207件）3,071千円

・次世代育成支援行動計画策定事業　　1,820千円

・乳幼児医療費助成事業　　　　　　55,640千円

・妊産婦医療費助成事業　　　　　　に743千円

・障害見通園ホームドリームキッズ管理運営事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,318千円

・子育て支援センター管理運営事業　　919千円

　　平成16年10月開設・未就学兄と保護者に対し，

　　子育て相談や，遊びの提供を実施

衛生費

　・在宅当番医師委託事業　　　　　　　2,040千円

　・斎場負担金　　　　　　　　　　　　　6,835千円

　・健康ふくしまつり開催事業　　　　　2,250千円

　・予防接種事業　　　　　　　　　　　36,851千円

　　　（麻疹，風疹，三種混合，日本脳炎，インフ

　　　ルエンザ）

　・健康診査事業（基本館診，ガン検診等）66,158千円

　・母子健診事業　　　　　　　　　　　9,341千円

　　　（乳幼児健診，幼児歯科健診，妊婦健診）

　・ふれあいブックスタート支援事業　　331千円

　・墓園維持管理事業　　　　　　　　　6,080千円

　・環境保全対策事業　　　　　　　　　6,693千円

　　　河川水及び特定事業場排水分析，ゴルフ場農

　　　薬環境影響調査等

　・浄化槽設置補助事業（38基補助）　　9,978千円

　・地球温暖化防止実行計画策定事業　　2,310千円

　・資源ごみ回収関係報償事業　　　　　7,310千円

　　　資源ごみ536 t，ベットボトル1,652,524本

　・清掃センター維持管理事業　　　　123,056千円

　　　焼却施設用薬剤，燃料費等

　・焼却施設運転管理業務委託事業　　53,760千円

　・ごみ収集及び運搬業務委託事業　　93,542千円

　・不燃・粗大ごみ等中間処理業務委託事業　　63,654千円

　・清掃センター排ガス処理施設整備事業　47,880千円

　　　焼却施設触媒反応塔内触媒交換工事

　・環境センター維持管理事業　　　　　9,762千円

　・浸出水処理施設運転管理業務委託事業　15,624千円

　・クリーンセンター維持管理事業　　33,912千円

　・し尿処理施設運転管理委託事業　　24,381千円

宍労働費

　・勤労青少年ホーム各種教養講座開催事業2,383千円

　　　全11講座，258回開催

-
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心

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
思
い
出
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
地
で
の
貴
重
な
烋
験
を
胸
に
帰
国

　
壬
生
町
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
が
、
７
月
3
0
日
か
ら
８
月
７
日
の

９
日
間
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
中
学
生
を
海
外
に
派
遣
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
の
生
活
、
語
学
学
校
や
交
流
校
の
先
生
や
生
徒
と
の
交
流
を
通
じ

て
、
国
際
感
覚
豊
か
な
青
少
年
の
育
成
と
国
際
交
流
の
推
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
ヘ
の
派
遣
事
業
に
参

加
し
た
、
中
学
２
年
生
2
8
名
か
ら
、
期
間
中
の
出
来
事
や
感
想
な
ど

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

団
　
　
長

団
長
補
佐

団
　
　
員

派
　
遣
　
団
　
員
　
（
敬
称
略
）

鈴
木
　
善
雄
（
壬
生
中
学
校
長
）

山
口
　
英
子
（
南
犬
飼
中
学
校
教
諭
）

早
乙
女
大
貝

平
本
　
謙
太

矢
板
　
理
志

増
山
　
智
也

荒
木
　
翔
伍

小
野
口
雄
祐

福
田
　
裕
士

針
ケ
谷
真
理

榎
本
　
早
希

須
釜
　
千
晴

吉
井
　
彩
華

高
田
　
　
円

楡
木
　
晴
佳

長
　
真
貴
子

甫
坂
　
聡
美

（
壬
生
中
）
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出
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沢
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介

古
葉
　
尚
紀

横
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人

目
下
　
哲
志

石
島
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美
子

佐
瀬
　
萌
子

佐
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結
香

高
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彩
香

粂
川
　
紘
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７
月

3 0
日

　
出
発
式
　
成
田
空
港
か
ら
出
発

　
″
＆
♂
　
　
ｒ
ｉ
ゝ
″
り
ゝ
ゝ
″
ゝ
ゝ
ｒ
／
―
ぐ
ｘ
心
ン
ゝ
ゝ
／
z
％
s
z
z
z
r
g
%
s
s
x
g

s

　
今
日
は
午
前
２
時
集
合
で
出
発
式
を

行
い
ま
し
た
。
出
発
式
で
は
派
遣
団
を

代
表
し
て
鈴
木
善
雄
団
長
と
南
犬
飼
中

の
佐
藤
結
花
さ
ん
が
あ
い
さ
つ
を
し
ま

し
た
。
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
い
よ
い
よ

出
発
す
る
ん
だ
な
と
思
い
、
気
持
ち
が

ひ
き
し
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
バ
ス
で

成
田
空
港
へ
向
か
い
ま
し
た
。
途
中
で

休
憩
を
と
り
、
そ
こ
か
ら
空
港
へ
向
か

う
時
、
歌
の
練
習
を
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
く
緊
張
が

あ
る
せ
い
か
、
あ
ま
り
声
が
出
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
成
田

空
港
へ
到
着
し
、
８
時

4 0
分
に
搭
乗
し

ま
し
た
。
つ
い
に
日
本
を
発
つ
の
か
と

思
っ
て
い
る
と
９
時

1 0
分
ご
ろ
滑
走
路

に
移
動
し
て
９
時

3 0
分
つ
い
に
離
陸
し

ま
し
た
。
そ
の
時
つ
い
に
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
向
け
て
出
発
し
た
ん
だ
と
思
い

わ
く
わ
く
し
て
き
ま
し
た
。

　
７
月

3 1
日

　
シ
ド
ニ
ー
到
着

　
市
内
観
光

　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
対
面



　
飛
行
機
の
中
か
ら
か
す
か
な
明
か
り

が
出
て
目
覚
め
ま
し
た
。
そ
こ
は
も
う

日
本
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し

て
、
そ
の
朝
日
は
僕
達
を
応
援
す
る
よ

う
に
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　
飛
行
機
か
ら
降
り
、
空
港
を
出
る
と
、

と
て
も
冷
た
い
風
が
ふ
い
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
市
内
観

光
へ
行
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
ボ
ン
ダ
イ

ビ
ー
チ
ヘ
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
の
砂
は

日
本
の
も
の
と
は
違
い
、
白
く
サ
ラ
サ

ラ
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
語
学
学
校
へ
行
き
、
デ
ュ
ー

ク
さ
ん
の
説
明
を
う
け
ま
し
た
。
説
明

の
後
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
共
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　
み
ん
な
、
期
待
と
不
安
の
入
り
混
じ
っ

た
目
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
向
け
て
、
活
き
活

き
と
し
た
、
と
て
も
良
い
目
を
し
て
い

た
と
思
い
ま
す
。

８
月
１
日

語
学
研
修

徒
歩
と
モ
ノ
レ
ー
ル
に
て
、

シ
ド
ニ
ー
水
族
館
へ

　
今
日
は
、
授
業
が
終
わ
っ
た
後
で
、

シ
ド
ニ
ー
水
族
館
へ
行
き
ま
し
た
。
水

族
館
へ
は
徒
歩
と
モ
ノ
レ
ー
ル
で
行
き

ま
し
た
。
徒
歩
は
、
け
っ
こ
う
長
い
時

間
か
か
り
ま
し
た
。
町
な
み
を
よ
く
見

る
こ
と
が
で
き
て
、
疲
れ
た
け
れ
ど
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　
水
族
館
に
入
っ
て
最
初
に
見
た
も
の

は
カ
モ
ノ
ハ
シ
で
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
し
か
い
な
い
と
聞
い
て
い
た
の

で
早
く
見
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

カ
モ
ノ
ハ
シ
以
外
に
も
ワ
ニ
や
ペ
ン
ギ

ン
、
サ
メ
、
カ
ク
レ
ク
マ
ノ
ミ
な
ど
も

い
ま
し
た
。

　
め
ず
ら
し
い
魚
な
ど
も
い
て
、
日
本

の
水
族
館
と
は
一
味
違
っ
た
水
族
館
だ
っ

た
の
で
み
ん
な
も
楽
し
ん
で
い
た
と
思

い
ま
す
。
も
う
Ｉ
度
行
っ
て
み
た
い
と

思
う
水
族
館
で
し
た
。

８
月
２
日

語
学
研
修

ス
ポ
ー
ツ
交
流

　
今
日
は
ス
ポ
ー
ツ
交
流
校
（
ウ
エ
ス

ト
フ
ィ
ー
ル
ズ
ス
ポ
ー
ツ
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
）
に
行
き
、
サ
ッ
カ
ー
や
バ
ス
ケ
の

ゲ
ー
ム
を
や
り
ま
し
た
。
ウ
エ
ス
ト
フ
ィ
ー

ル
ズ
ス
ポ
ー
ツ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
人
達

は
、
み
ん
な
日
本
語
が
と
て
も
う
ま
く

て
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー

で
は
、
２
～
５
人
で
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し

た
。
み
ん
な
一
生
懸
命
に
ボ
ー
ル
を
追

い
か
け
て
い
ま
し
た
。
バ
ス
ケ
は
半
面

で
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
や
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
み
ん
な
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
食
べ

ま
し
た
。
焼
き
た
て
の
パ
ン
や
焼
き
鳥

が
で
て
お
腹
が
減
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　
帰
る
前
に
は
、
体
育
館
に
集
ま
っ
て

剣
道
を
見
せ
た
り
、
「
も
み
じ
」
や

「
ウ
ォ
ル
シ
ン
グ
マ
チ
ル
ダ
」
を
歌
い

ま
し
た
。
剣
道
は
二
人
と
も
迫
力
が
あ
っ

て
み
ん
な
静
か
に
集
中
し
て
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　
み
ん
な
と
仲
良
く
な
れ
て
よ
か
っ
た

で
す
。

　
８
月
３
日

　
語
学
研
修

　
動
物
園

　
午
後
、
動
物
園
に
向
か
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
最
初
は
一
人
ず
つ
コ
ア
ラ
と
写

真
を
と
り
ま
し
た
。
私
は
生
ま
れ
て
初

め
て
コ
ア
ラ
に
触
り
ま
し
た
。
コ
ア
ラ

は
、
前
ま
で
一
人
ず
つ
抱
く
こ
と
が
で

き
た
け
れ
ど
、
そ
の
コ
ア
ラ
は
ス
ト
レ

ス
で
普
通
の
コ
ア
ラ
の
半
分
も
生
き
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
今
で
は
抱
く
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う

で
す
。

　
鳥
の
シ
ョ
ー
は
す
ぐ
真
上
に
鳥
が
飛

ん
で
い
て
、
驚
き
ま
し
た
。
特
に
観
客

の
腕
に
鳥
が
と
ま
る
と
い
う
事
は
一
番

印
象
的
で
し
た
。
鳥
も
大
変
な
訓
練
を

た
く
さ
ん
受
け
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　
ク
イ
ズ
形
式
で
動
物
に
つ
い
て
詳
し

く
楽
し
く
学
べ
ま
し
た
。
今
ま
で
の
動

一

物
園
は
遊
び
に
行
く
よ
う
な
所
だ
と
思
っ

て
ま
し
た
が
今
回
行
っ
た
動
物
園
で
少

し
見
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。
私
は
こ
の

日
か
ら
動
物
園
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

８
月
４
日

語
学
研
修

犬
文
化
交
流

文化交流会で折り紙を教えました

　
今
日
は
語
学
研
修
最
後
の
日
だ
っ
た
。

修
了
証
を
も
ら
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
、

全
員
で
記
念
写
真
を
と
っ
た
。
そ
の
後

は
個
人
的
に
写
真
を
と
っ
た
り
サ
イ
ン

を
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
た
。
と
て

も
な
ご
り
お
し
か
っ
た
。

　
そ
し
て
そ
の
後
に
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
行
っ
た
。
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
は
、
日
本
語
を

少
し
わ
か
る
人
が
多
か
っ
た
。
さ
ら
に

日
本
語
が
ペ
ラ
ベ
ラ
な
人
が
二
人
も
い

た
の
で
、
と
て
も
驚
い
た
。
次
に
バ
レ

工
を
見
た
。
そ
の
後
に
映
画
を
見
た
。

作
者
が
主
演
を
や
っ
て
い
る
映
像
を
見

た
。
さ
ら
に
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
の
映
像
が
あ
っ
て
す
ご
い
と
思
っ
た
。

そ
れ
と
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
も
あ
り
日
本
で

は
あ
り
え
な
い
と
思
っ
た
。

　
今
日
は
と
て
も
す
ば
ら
し
い
外
国
の

学
校
の
よ
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

８
月
５
日

匈
漂
Ｉ
ル
ー
ぶ
見
学

宍ブルーマウンテンのロープウエーの中

　
海
外
派
遣
７
日
目
、
８
時
3
0
分
頃
に

語
学
学
校
へ
集
合
し
、
ミ
カ
コ
さ
ん
の

ガ
イ
ド
で
バ
ス
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。

ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
ま
で
は
約
１
時
間

4
0
分
か
か
り
ま
し
た
。
よ
う
や
く
ブ
ル
ー

マ
ウ
ン
テ
ン
に
着
く
と
、
外
は
と
て
も

寒
か
っ
た
で
す
。
2
0
分
く
ら
い
自
由
行

動
が
あ
り
ま
し
た
。
景
色
を
と
っ
た
り
、

日
本
人
に
話
し
か
け
た
り
し
ま
し
た
。
　
９



と
て
も
景
色
が
キ
レ
イ
で
感
動
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ま
た
バ
ス
で
移
動
し
て

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
乗
り
場
ま
で
行
き
ま
し

た
。
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
は
高
す
ぎ
て
怖
か
っ

た
で
す
。
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
を
降
り
て
森

林
を
少
し
歩
い
て
行
く
と
今
度
は
ト
ロ
ッ

コ
乗
り
場
に
来
ま
し
た
。
こ
の
ト
ロ
ッ

コ
は
ギ
ネ
ス
記
録
に
も
の
っ
て
い
て
最

高
斜
度
が
5
2
度
も
あ
る
そ
う
で
す
。
実

際
に
乗
っ
て
み
る
と
呑
底
へ
落
ち
そ
う

で
し
た
。

　
８
月
６
日

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
１
日

　
８
月
６
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
お
世
話
に

な
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
す
、

最
後
の
１
日
で
し
た
。

　
私
が
お
世
話
に
な
っ
た
フ
ァ
ミ
リ
ー

で
は
「
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｌ
Ｙ
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
　
（
マ

ン
リ
ー
ビ
ー
チ
）
」
と
い
う
所
に
連
れ

て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
最
初
に
、
周
辺
の
海

が
見
え
る
場
所
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
奇
麗
な
海
が
広
が
っ
て
い
て
、

と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
そ
の
場
所
の
近
く
で
お

母
さ
ん
が
作
っ
て
き
て
く
れ
た
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
を
食
べ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
マ
ン
リ
ー
ビ
ー
チ
を
散
歩

し
た
り
、
近
く
の
お
店
で
買
い
物
し
た

り
し
ま
し
た
。
ビ
ー
チ
は
水
が
澄
ん
で

い
て
、
砂
浜
も
と
て
も
奇
麗
で
、
日
本

と
は
全
然
違
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
に
着
く
と
、
み
ん
な
悲
し
そ

う
に
し
て
い
ま
し
た
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

別
れ
る
の
が
辛
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　
８
月
７
日

　
ホ
テ
ル
で
起
き
て
、
バ
ス
で
空
港

飛
行
機
で
日
本
に
帰
国

　
９
日
目
（
最
終
日
）
。
早
朝
目
覚
め

た
私
達
2
8
名
の
海
外
派
遣
団
。
６
時
3
0

分
に
ロ
ビ
ー
に
集
合
し
て
、
と
て
も
忙

し
い
朝
食
を
と
っ
た
。
そ
の
後
、
バ
ス

に
乗
っ
て
シ
ド
ニ
ー
空
港
に
行
っ
た
。

シ
ド
ニ
ー
空
港
で
は
、
あ
わ
た
だ
し
く

色
ん
な
手
続
き
を
す
ま
せ
る
と
、
す
ぐ

に
飛
行
機
に
乗
っ
た
。
ず
っ
と
シ
ド
ニ
ー

に
残
っ
て
い
た
か
っ
た
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
を
思
い
出
す
と
、
全
然
と
言
っ

て
い
い
ほ
ど
飛
行
機
に
乗
り
た
く
な
か
っ

た
。
け
れ
ど
も
そ
ん
な
こ
と
も
言
っ
て

い
ら
れ
な
く
、
９
時
間
と
い
う
長
い
空

の
旅
が
始
ま
っ
た
。
機
内
で
は
そ
れ
ぞ

れ
、
思
い
出
話
に
花
を
さ
か
せ
る
声
が

私
の
耳
に
届
い
て
き
た
。
私
も
、
こ
の

９
目
間
の
色
々
な
こ
と
を
思
い
出
し
て

い
た
。
緊
張
し
な
が
ら
９
日
前
に
飛
行

機
か
ら
降
り
た
日
の
こ
と
。
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
始
め
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
う

ち
と
け
ら
れ
た
日
の
こ
と
。
長
か
っ
た

よ
う
で
短
か
か
っ
た
９
日
間
は
、
私
の

大
切
な
思
い
出
と
な
っ
た
。

　
海
外
派
遣
に
同
行
し
て

　
団
長
補
佐
　
山
口
栄
子

　
「
｛
回
こ
名
目
ａ
Ｑ
｛
ａ
Ｓ
ｑ
・
｝
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
こ
の
言
葉
を
何
回
言
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
や
は
り
国
語
科
の

教
師
で
あ
る
私
に
は
、
荷
が
重
す
ぎ
る

の
で
は
な
い
か
と
不
安
を
抱
え
つ
つ
。

し
か
し
そ
の
度
に
、
思
い
っ
き
り
明
る

い
笑
顔
で
「
オ
ー
カ
イ
ー
・
」
（
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
英
語
＝
オ
九
ン
ー
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
で
は
「
オ
ー
ケ
イ
」
を
こ
う

発
音
す
る
。
）
と
大
き
く
う
な
ず
き
手

を
差
し
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
明
る
さ
と
大
き
さ
を
感
じ

た
瞬
間
で
し
た
。

　
第
８
回
壬
生
町
中
学
生
海
外
派
遣
団

の
補
佐
役
と
し
て
、
2
8
名
の
好
奇
心
と

向
上
心
に
あ
ふ
れ
た
中
学
生
の
９
日
間

の
研
修
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
事
前
学
習
か
ら
帰
国
式
ま
で
の
研

修
の
様
子
と
感
想
を
こ
こ
に
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

☆
事
前
学
習

　
６
月
1
9
日
か
ら
全
５
回
の
事
前
学
習

会
を
持
ち
、
壬
生
町
や
日
本
文
化
に
つ

い
て
の
紹
介
文
作
り
か
ら
始
ま
り
、
英

会
話
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
つ
い
て
の
学

習
、
交
流
校
で
の
発
表
の
練
習
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
生

徒
の
意
識
が
高
ま
り
、
2
8
人
の
仲
間
作

り
も
で
き
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
学
習

会
で
は
英
会
話
を
中
心
に
学
習
し
た
の

で
す
が
、
英
語
科
の
高
木
先
生
か
ら
何

度
も
繰
り
返
し
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ

と
は
、
言
葉
と
し
て
の
英
語
の
力
よ
り

も
①
大
き
な
声
で
話
す
こ
と
。
②
は
っ

き
り
と
返
事
を
す
る
こ
と
③
積
極
的
に

声
を
か
け
る
こ
と
の
３
点
で
し
た
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て
こ
の
３
点
の
大

切
さ
を
生
徒
た
ち
は
実
感
し
、
実
践
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

☆
語
学
研
修

　
Ｈ
名
ず
つ
、
２
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て

の
研
修
で
し
た
。
初
日
、
先
生
の
感
想

は
［
と
て
も
シ
ャ
イ
で
す
ね
。
］
で
し

た
が
修
了
式
で
は
「
と
て
も
熱
心
に
勉

強
し
ま
し
た
。
そ
し
て
清
潔
好
き
で
好

感
が
も
て
ま
し
た
ご
と
の
お
言
葉
を

い
た
だ
く
ま
で
に
成
長
し
ま
し
た
。
式

後
は
先
生
方
と
写
真
を
撮
っ
た
り
・
、
サ

イ
ン
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
と
積
極
的

に
話
し
か
け
、
オ
ー
ジ
ー
の
陽
気
さ
も

学
ん
だ
よ
う
で
し
た
。

☆
交
流
学
習

　
文
化
交
流
校
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
校
と

も
、
と
て
も
オ
ー
プ
ン
な
雰
囲
気
で
多

く
の
生
徒
が
「
コ
ン
ニ
チ
ハ
」
デ
リ

ガ
ト
」
な
ど
知
っ
て
い
る
日
本
語
（
お

そ
ら
く
こ
の
１
・
２
語
し
か
知
ら
な
い
）

で
大
き
な
声
と
笑
顔
で
呼
び
掛
け
て
く

れ
、
交
流
の
基
本
は
こ
の
積
極
的
な
姿

勢
と
笑
顔
で
あ
る
と
生
徒
と
も
学
び
、

私
た
ち
は
も
っ
と
自
信
を
持
っ
て
英
語

を
口
に
出
し
て
い
こ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ど
ち
ら
の
学
校
に
も
日
本
語

を
流
暢
に
書
き
話
す
生
徒
が
い
て
、
司

会
と
通
訳
を
努
め
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

日
本
に
留
学
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
生

徒
の
人
種
も
様
々
、
２
カ
国
語
を
話
せ

る
生
徒
も
少
な
く
な
い
そ
う
で
、
聞
か

れ
た
国
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

☆
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
お
世
話
に
な
っ
た
お
宅
を
訪
問
す
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
会
社
を
経
営
し

て
い
ら
っ
し
や
る
と
い
う
そ
の
お
宅
は

シ
ド
ニ
ー
湾
を
見
下
ろ
す
高
台
に
建
つ

立
派
な
お
家
で
し
た
。
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー

は
い
く
つ
か
の
学
校
で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
し
て
い
ら
っ
し
や
り
、
具
合
の
悪
く

な
っ
た
生
徒
の
心
情
を
察
し
て
細
や
か

な
配
慮
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
本

人
も
体
調
を
崩
し
た
こ
と
は
残
念
で
し

た
が
こ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
出
会
え
て
本

当
に
幸
せ
だ
っ
た
と
、
心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
し
た
。
他
の
お
宅
の
様
子
を
聞

い
て
み
て
も
、
ど
の
生
徒
も
暖
か
く
む

か
え
ら
れ
家
族
的
な
雰
囲
気
に
触
れ
、

こ
の
９
日
間
の
研
修
で
も
っ
と
も
得
る

も
の
の
多
い
時
間
を
過
ご
せ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

☆
お
わ
り
に

　
生
徒
た
ち
は
こ
の
９
日
間
で
、
す
っ

か
り
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
虜
に
な
り
、

何
人
も
の
生
徒
が
「
将
来
は
是
非
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
住
み
た
い
。
ど
う
す
れ

10



ば
い
い
の
？
」
と
現
地
で
ガ
イ
ド
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
ミ
カ
コ
さ
ん
に
積
極
的

に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。
ミ
カ
コ
さ
ん

は
こ
う
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
「
ま
ず

は
言
葉
。
言
葉
が
で
き
な
い
と
ど
ん
な

に
大
変
か
経
験
し
た
よ
ね
。
だ
か
ら
英

語
を
し
っ
か
り
勉
強
し
て
、
自
分
で
働

い
て
あ
る
程
度
の
貯
金
を
持
つ
こ
と
。

こ
の
二
つ
が
で
き
た
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
来
て
。
そ
し
て
１
番
犬
切
な
こ
と

は
そ
の
夢
を
持
ち
続
け
る
こ
と
よ
。
」
と
。

　
こ
の
研
修
を
通
し
て
多
く
の
団
員
が

自
分
な
り
の
『
夢
』
を
持
て
た
こ
と
。

こ
れ
が
何
よ
り
の
収
穫
で
あ
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
機
会
を
与
え
て
く

だ
さ
り
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の

皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

回
壬
生
町
中
学
生
海
外
派
遣
団

　
　
　
団
長
鈴
木
善
雄

　
こ
の
度
、
第
８
回
と
な
る
壬
生
町
国

際
交
流
事
業
の
中
学
生
海
外
派
遣
団
の

団
長
を
壬
生
町
教
育
委
員
会
よ
り
委
嘱

さ
れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー

ヘ
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
の
派
選
者
は
、
当
初
1
6
名

か
ら
始
ま
り
、
回
数
を
重
ね
る
に
従
い

2
0
名
、
2
8
名
と
増
員
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
も
昨
年
に
続
い
て
2
8
名
派
遣
と
、

町
当
局
の
教
育
に
対
す
る
理
解
と
期
待

を
感
じ
取
り
ま
し
た
。

　
目
的
や
シ
ド
ニ
ー
に
お
け
る
９
日
間

の
日
程
と
活
動
内
容
は
昨
年
と
ほ
ぼ
同

様
で
し
た
が
、
変
更
さ
れ
た
部
分
も
あ

り
、
私
自
身
、
南
半
球
へ
は
初
め
て
の

旅
、
し
か
も
団
長
と
い
う
立
場
で
あ
り
、

正
直
申
し
上
げ
出
発
前
は
不
安
で
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
全
日
程
を
予
定
通

り
に
実
施
し
、
全
員
無
事
に
帰
国
し
た

今
、
充
実
感
と
安
堵
感
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　
さ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー

ヘ
の
研
修
に
あ
た
っ
て
、
６
月
５
日
か

ら
事
前
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
第
１
回

打
ち
合
わ
せ
会
は
、
初
め
て
派
遣
者
全

員
と
保
護
者
並
び
に
関
係
者
が
一
堂
に

会
し
、
今
後
の
日
程
や
内
容
の
概
略
が

説
明
さ
れ
、
い
よ
い
よ
間
近
で
あ
る
な

あ
と
実
感
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
事
前

の
勉
強
会
を
５
回
実
施
し
、
日
常
英
会

話
や
交
流
校
で
の
歌
の
練
習
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
際
、
南
犬
飼
中
学
校

の
高
木
、
亀
山
先
生
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
７
月
3
0
日
、
健
康
面
に
多

少
の
不
安
を
抱
え
な
が
ら
、
真
夏
の
日

本
か
ら
真
冬
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
出

発
し
ま
し
た
。

　
５
日
間
学
ん
だ
語
学
学
校
の
先
生
か

ら
は
、
「
学
ぶ
態
度
が
素
晴
ら
し
い
で

す
。
」
と
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
「
シ
ャ
イ
な
子
が
多
い
で
す

ね
。
」
の
感
想
の
中
に
、
「
こ
の
子
は
が

ん
ば
り
ま
し
た
よ
。
」
と
満
面
の
笑
顔

で
褒
め
ら
れ
た
生
徒
も
い
ま
し
た
。
何

よ
り
心
配
だ
っ
た
現
地
校
で
の
交
流
で

も
、
合
唱
や
剣
道
な
ど
、
練
習
の
時
以

上
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
て
く

れ
ま
し
た
。
ウ
エ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
・

ス
ポ
ー
ツ
校
で
は
、
合
唱
な
ど
の
予
定

は
当
初
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
幸
い
時

間
の
都
合
も
よ
く
ス
ポ
ー
ツ
交
流
（
サ
ッ

カ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）
後
、
合

唱
と
剣
道
を
披
露
で
き
た
の
が
良
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。

　
校
外
研
修
で
は
、
世
界
遺
産
の
ブ
ル
ー

マ
ウ
ン
テ
ン
の
壮
大
な
景
観
に
圧
倒
さ

れ
、
水
族
館
と
動
物
園
で
は
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
な
ら
で
は
の
カ
モ
ノ
ハ
シ
、

コ
ア
ラ
、
カ
ン
ガ
ル
ー
、
タ
ス
マ
ニ
ア

ン
デ
ビ
ル
な
ど
の
固
有
種
動
物
や
珍
獣

う
に
触
れ
た
り
見
た
り
の
貴
重
な
体
験

が
で
き
ま
し
た
。
環
境
保
護
や
動
物
愛

護
に
つ
い
て
は
、
国
を
あ
げ
て
の
取
り

組
み
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
交
流
校

で
の
エ
コ
活
動
と
合
わ
せ
て
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
人
の
『
環
境
』
へ
の
関
心

と
姿
勢
を
学
び
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
語
学
学
校
や
交
流

校
の
先
生
と
生
徒
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
皆
さ
ん
の
温
か
い
お
も
て
な
し
に
は

感
激
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
生
徒
た
ち
も

十
分
感
じ
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
う
し

た
内
容
は
、
生
徒
の
報
告
を
お
読
み
く

だ
さ
れ
ば
ご
理
解
い
た
だ
け
る
は
ず
で

す
。

　
期
間
中
、
体
調
を
崩
し
て
し
ま
っ
た

生
徒
が
あ
り
ま
し
た
が
、
添
乗
員
の
後

藤
さ
ん
の
適
切
な
判
断
と
対
応
で
大
事

に
至
ら
ず
に
済
み
ま
し
た
。
他
に
、
語

学
学
校
研
修
に
お
け
る
遅
刻
や
生
活
上

の
小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
や
失
敗
は
、
英
語

学
習
以
前
の
こ
と
で
、
生
徒
た
ち
は
、

普
段
の
基
本
的
な
生
活
の
大
切
さ
を
感

じ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
遥
‥

験
し
て
身
に
付
け
た
力
〃
が
大
き
な
財

産
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
今
回
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
生
活
が
６

日
間
と
、
昨
年
よ
り
二
目
増
え
ま
し
た
。

そ
の
上
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
最
終
日
が
土

曜
日
で
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
日

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
大
き
な

成
果
で
す
。
夕
刻
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

に
ホ
テ
ル
ま
で
送
ら
れ
、
別
れ
際
は
、

涙
、
涙
の
別
れ
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
家
族
が
で
き

た
姿
で
あ
り
、
ホ
ー
ー
ム
ス
テ
イ
の
よ
さ

を
実
感
で
き
る
場
面
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
数
多
く
の
成
果
は
、
生
徒

の
頑
張
り
は
も
と
よ
り
、
団
長
補
佐
の

南
犬
飼
中
学
校
山
口
英
子
先
生
と
福
田

観
光
社
の
添
乗
員
の
後
藤
さ
ん
（
兼
通

訳
）
、
並
び
に
現
地
ス
ベ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・

ラ
ン
グ
ー
ジ
・
セ
ン
タ
ー
（
語
学
学
校
）

の
デ
ュ
ー
ク
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
お
陰
で
す
。
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ

た
壬
生
町
の
関
係
者
の
皆
様
に
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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ﾙ匹
ﾄﾞｽﾞｺﾞﾚ⑤

尹∠亨２至言至ノ≒亜≒7玉
≒Jど上目七‾‾」匹七百
一一_一匹　　－　　　マ‾

包訪胴厖時
　21世紀の日本は超高齢・人□減少社会になると予測されています。リタイヤ後の長

い老後を安心して暮らすためには、若いうちからの備えが必要で年金への加入は欠か

せません。新農業者年金は、少子高齢化が進んでいる状況下でも、長期的に安定する

積み立て方式の年金制度を採用しています。つまり、「自分が積み立てたお金を国が

運用し、老後になったら年金として受け取る」というものですので、安心して老後に

年金が受け取れます。

メ　リ　ツ　ト

　国民年金の第１号被保険者で年間60日以上農業に

従事する60歳未満の方は誰でも加入できます。農地

を持っていない農業者や家族従事者も加入できます。

脱退も自由です。脱退一時金は支給されませんが、

加入期間にかかわらず、それまでに支払った保険料

は将来年金として受け取れます。

………ｴ,,………=……1万=｡…………，安定した年金の財政運営

………ができる仕組みです

　将来の年金受給に必要な原資をあらかじめ自分

で積み立て、運用実績により受給額が決まる確定

拠出型年金であるため、安定した年金の財政運営

ができます。運用利回りの状況等に応じて保険料

が引き上げられることはありません。
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農業再興公だより●聯

　最高

67,000円

毎
月
の
保
険
料

保険料は自由に選択できます
　　　　　　　　　　　　………………i………F;･･:……………7?必y弓箭F.:･.･ii……ili,.:･･ii･Slliii!i:;ii;i･.:;IEi･･..l;il･iji11!!i･i･i;l･i･iiri･!

　毎月の保険料は20

,

000円を基本とし

，

最高

67

，

000円まで1

，

000円単位で選択できます

．

それぞれの経済的な状況や老後設計などに応

じて保険料を自由に設定でき

，

かつ

，

いつで

も見直すことができます

．

……=……==.=こ=,==j…………=･･ﾜj==.･=80塵までの保証が付いた終身年金です

　年金は終身受給できますが、仮に、加入者

や受給者が80歳になる前に亡＜なった場合は、

死亡した月の翌月から80歳までに受け取るは

ずの農業者老齢年金を予定利率で割り戻した

額を死亡一時金として遺族が受け取れます。

遺族

-

度餅所得控除

個人年金の場合は

　年額最高５万円

=･i:y…………………税制面でのメリットがあります

　保険料は全額社会保険料控除（所得控除）

の対象となります。年金は公的年金等控除の

対象となります。

意欲ある担い手に保険料助成があります

　60歳までに農業者年金に20年以上加入すること

が見込まれ、かつ認定農業者等一定の条件を満た

す万は、基本となる保険料（20､000円）のうち、

国から保険料助成（政策支援）があります。

　◆問い合わせ／壬生町農業委員会　昔81－1875

　　農業者年金についてのパンフレットを用意しています。詳しく知りたい、資料がほしいという方はお

　問い合わせください。
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秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
（
９
月

2
1
日
～
９
月
3
0
日
）
　
の
９
月
2
5
日
、
壬

生
町
、
壬
生
町
交
通
安
全
協
会
（
坂
田

佐
一
郎
会
長
）
主
催
の
壬
生
町
交
通
安

全
町
民
大
会
が
、
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
末
現
在
、
県
内
の
人
身
事
故
発

生
件
数
は
９
。
９
０
１
件
、
負
傷
者
は

１
２
。
９
２
７
人
、
死
者
数
は
１
２
４

人
で
、
死
者
数
に
お
い
て
は
昨
年
を
上

回
る
ペ
ー
ス
で
増
加
し
て
い
ま
す
。
壬

生
町
に
お
い
て
は
、
人
身
事
故
１
５
８

件
、
負
傷
者
２
０
９
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
最
近
の
交
通
事
故
の
傾
向
は
、
高
齢

者
の
割
合
が
非
常
に
高
く
、
県
内
の
死

亡
事
故
の
4
0
％
を
高
齢
者
の
事
故
が
占

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
末
着
用
や
飲

酒
運
転
に
よ
る
事
故
も
未
だ
に
減
少
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
、
交
通
事
故
の
な

い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う

と
、
交
通
安
全
町
民
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
第
１
部
の
式
典
で
は
、
初
め
に
交
通

事
故
犠
牲
者
に
対
し
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、

清
水
英
世
町
長
が
「
こ
の
大
会
を
通
し

て
交
通
安
全
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、

交
通
事
故
の
抑
止
に
さ
ら
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い

て
菊
池
啓
夫
栃
木
警
察
署
長
あ
い
さ
つ

の
後
、
交
通
安
全
功
労
者
や
交
通
安
全

ポ
ス
タ
ー
並
び
に
作
文
人
選
者
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
作
文
で
最
優
秀
賞

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
稲
葉
小
６
年
の

小
野
口
鈴
葉
さ
ん
と
、
南
犬
飼
中
１
年

の
松
田
愛
衣
さ
ん
が
朗
読
発
表
を
し
ま

し
た
。
ま
た
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
警
察
官
、
交
通
指
導
員
へ
児
童
か

ら
花
束
が
贈
ら
れ
、
最
後
に
交
通
事
故

の
な
い
明
る
く
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り

を
願
っ
て
「
大
会
宣
言
」
が
読
み
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
壬
生
中
学
校
吹
奏
楽
部

の
演
宴
会
が
行
わ
れ
、
出
席
し
た
み
な

さ
ん
は
す
ば
ら
し
い
演
奏
に
、
ひ
と
と

き
の
安
ら
ぎ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
・
感
謝
状

／
／

ご
゛
’
ｉ
＾
゛
゛
’
゛
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
り
゛
゛
゜
！
！
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
　
称
　
略
）

金穴兼

田t功
恵に労

介吝表

　｀彰
大
禍
好
夫
、
村
山
明
久
、

深
田
　
憲
、
阿
久
津
澄
江
、
鈴
木
春
子
、

篠
原
由
美
子
、
黒
川
フ
ク
、
荒
川
千
代

参
功
労
団
体
表
彰

稲
葉
下
馬
木
老
人
ク
ラ
ブ
　
犬
橋
な
を

参
感
謝
状

◇
役
員
退
任
者

選
者

八´
敬

称１

田々ヽ

春
ポ
ス
タ
ー

☆
最
優
秀
賞

菜4伊
＿藤

稲彩

葉貴

（
安
塚
小
１
年
）
、
田
遵
京

小
２
年
）
、
オ
オ
シ
タ
レ
ア

ア
ン
ジ
ェ
ル
ア
サ
ヒ
　
（
安
塚
小
３
年
）
、

佐
藤
奈
津
美
（
安
塚
小
４
年
）
、
神
長

賢
也
　
（
稲
葉
小
５
年
）
、
毛
塚
智
晶

山
本
水
晶
（
南
犬
飼
中
３
年
）

（
壬
生
小
６
年
）
、
高
村
香
織
（
壬
生
中

１
年
）
、
小
鴨
康
修
（
壬
生
中
２
年
）
、

☆
優
秀
賞

捺む大
垣
剛
志
（
壬
生
北
１
年
）
、

　
　
　
　
ま
る

　
　
　
　
ｉ

井
上
陽

（
睦
小
１
年
）
、
鹿
沼
礼
金
（
羽
生

田
小
２
年
）
、
臼
井
将
侃
（
壬
生
北
小

２
年
）
、
小
平
麻
由
（
壬
生
束
小
３
年
）
、
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石
川
竜
也
（
稲
葉
小
３
年
）
、
高
橋
蓮

宝
生
小
４
年
）
、
神
水
朋
佳
（
稲
葉
小

４
年
）
、
大
島
杏
奈
（
稲
葉
小
５
年
）
、

神
未
完
佑
（
羽
生
田
小
５
年
）
、
倉
井

雅
裕
（
藤
井
小
６
年
）
、
福
田
実
紀

（
睦
小
６
年
）
、
大
場
隆
太
（
壬
生
中
１

年
）
、
大
山
日
和
（
南
犬
飼
中
１
年
）
、

清
水
祐
佳
（
壬
生
中
２
年
）
、
大
森
ほ

な
み
（
南
犬
飼
中
２
年
）
、
増
田
修
哉

（
壬
生
中
３
年
）
、
飯
塚
志
帆
（
南
犬
飼

中
３
年
）

駅
Ｅ
作
文

☆
最
優
秀
賞

高
橋
伶
奈
（
藤
井
小
１
年
）
、
橋
本
直

樹
（
藤
井
小
２
年
）
、
石
村
英
也
（
壬

生
東
小
３
年
）
、
粂
川
佳
輝
（
壬
生
小

４
年
）
、
丸
出
端
季
（
壬
生
小
５
年
）
、

小
野
口
鈴
菜
（
稲
葉
小
６
年
）
、
松
田

愛
衣
（
南
犬
飼
中
１
年
）

武☆
関優
貴｜

（
藤
井
小
１
年
）
、
中
村
蓮

（
稲
葉
小
２
年
）
、
細
野
栞
（
壬
生
北
小

２
年
）
、
高
橋
直
也
（
壬
生
東
小
４
年
）
、

佐
藤
晴
香
（
壬
生
北
小
４
年
）
、
荒
井

舞
子
　
（
睦
小
５
年
）
、
荒
川
あ
ず
さ

（
睦
小
５
年
）
、
落
合
研
斗
（
羽
生
田
小

６
年
）
、
亀
田
貴
犬
（
壬
生
北
小
６
年
）
、

渡
辺
直
樹
（
南
犬
飼
中
１
年
）
、
粂
川

和
毅
（
南
犬
飼
中
１
年
）

一

小野□鈴菜さん

　(稲葉小６年)

松田愛衣さん

(南犬飼中１年)

-

参
集
Υ
箆
讐
竪
び
忽
謳
晋
哉
奎
然
ぐ
善
感
ぶ

第
1
2
回
高
齢
者
交
通
安
全
の
つ
ど
い

　
９
月
2
7
目
、
壬
生
町
交
通
安
全
協
会
女
性
部
（
梁
島
ケ
イ
子
会
長
）

主
催
に
よ
る
高
齢
者
交
通
安
全
の
つ
ど
い
が
、
約
１
３
０
名
の
参
加
の

も
と
、
生
涯
学
習
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
梁
島
会
長
が
、
「
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
出
か
け
る
と
き
は
十
分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
こ
の
後
、
磯
則
夫
栃
木
警
察
署
交
通
総
務
係
長
が
『
高
齢
に
開
す
る

交
通
事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て
』
と
題
し
た
講
演
で
、
「
高
齢
に
伴
い

体
力
・
判
断
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
て
。
夜
間
外
出
す
る

と
き
は
明
る
い
服
装
で
、
反
射
材
（
た
す
き
等
）
を
着
用
し
て
事
故
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
」
と
の
話
を
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
真
剣
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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ＭＷ　　：函お恥ｆ･能ワ勿

一白包囲愧)症に白も遊

10月１日、介護保険制度の改正に伴い、「壬生町社会福祉法人等利用者負担額減免措置」が、「壬生町社会福祉法人

等利用者負担額軽減制度」に一部改正され対象範囲が変わりました。

　介護保険法に基づく訪問介護、通所介護、短期入所生活介護及び指定介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）に

おける施設サービス等を受けている人の利用者負担分の１／４から１／２の範囲で軽減になりますので、下記の全項目

に該当する方は申請書に記入の上提出してください

①年間収入が単身世帯で150万以下（世帯員が一人増えるごとに50万円を加算した額以下であること｡）

②預貯金額が単身世帯で350万以下（世帯員が一人増えるごとに100万円を加算した額以下であること｡）

③居住家屋以外に資産を有しない者

④負担能力のある親族等に扶養されていないこと

⑤介護保険料を滞納していないこと。
沁:

汝:斑知:斑泌:}聡ひ:斑泌:斑}旧忌o{}応９○だ:或斑斑:斑y:冥冥:或}応ひぶ0応ａａ応む応硲:冥

⑤申請方法

　本人または家族等の方が所定の申請書に記入して町高齢対策謀高齢福祉係へ申請してください

偕申請・問い合わせ先

昔0282－81－1830町民生部高齢対策謀高齢福祉係

　
栃
木
県
知
事
か
ら
９
月
2
1
日
付
け
で

平
成
1
7
年
地
価
調
査
基
準
地
の
標
準
価

格
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ

い
て
、
県
知
事
が
７
月
１
日
を
基
準
日

と
し
て
調
査
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
価

格
が
民
間
の
上
地
取
引
の
目
安
と
な
り
、

公
共
事
業
の
用
地
取
得
の
基
準
に
な
り

ま
す
。

　
閲
覧
希
望
の
方
は
、
町
総
務
部
企
画

財
政
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
調
査
基
準
日

　
平
成
1
7
年
７
月
１
日

■
基
準
地
の
価
格

　
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
価
格

第
１
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

万
古
町
１
９
２
８
番
２

　
〈
表
町
Ｈ
－
4
6
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
１
。
０
０
０
円

-

第
１
種
低
層
住
居
専
用
地
域

膳
壬
生
丁
字
六
美
圭
１
７
番
1
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
８
。
６
０
０
円

ず
緑
町
１
丁
目
１
０
２
２
番
９
４
一

　
〈
緑
町
１
－
４
－
Ｈ
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
１
ゴ
０
０
円

第
１
種
住
居
地
域

ご
至
宝
３
丁
目
4
8
番
2
5

　
〈
至
宝
３
－
４
－
６
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
７
。
９
０
０
円

づ
中
央
町
３
２
７
番
３

　
〈
中
央
町
２
－
1
5
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
０
。
５
０
０
円

…
…
…
安
塚
字
宿
内
１
９
２
８
番
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
５
。
７
０
０
円

近
隣
商
業
地
域

］
t
町
２
丁
目
Ｉ
０
２
２
番
１
７
０

　
〈
緑
町
２
－
５
－
６
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
５
。
０
０
０
円

万
中
央
町
１
３
４
３
番
７

　
〈
中
央
町
７
１
1
8
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
６
。
３
０
０
円

市
街
化
調
整
区
域

　
羽
生
田
字
前
川
原
２
３
４
６
番
４
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
６
。
５
０
０
円

・
下
稲
葉
字
釜
ケ
渕
6
4
番
１
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
９
≒
（
リ
０
０
円
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み/1ﾚなの広場

神子谷桃太ちゃん（H 16. 10.14生）

　　　　　（幸町２丁目）

（H 13. 10.25生）（下表町）

（H 16. 10.25生）

新城亜花梨ちゃん

　　　ひろ　と　　　大　翔ちゃん

-

わ
が
寂
Ｑ

　
？
イ
ド
ａ

　次回は12月生まれのアイドルを募集します。

（締切11月22日）。写真はお返しします。

　応募者多数の場合は抽選になることもあり

ますのでご了承＜ださい。

　写真裏に住所、氏名、保護者名、生年月日、

電話番号を書いて、役場企画財政課（直接或

は郵便で〒321－0292壬生町通町12－22）ま

たは、稲葉・南犬飼各出張所、生涯学習館へ。

金子謡jkちゃん（至宝町南）鈴木盲j5ゃん（ﾄﾖ11.3.1生）（舟町）

　　　（H 15. 10.6生）　　　　　　　j証ちゃん（H 16. 10.22生）

ＸｚかヽJ

シ
リ
ー
ズ
Ｈ

　
　
『
み
ぶ
の
史
跡
を
訪
ね
て
』

　
は
　
に
　
ゆ
う
だ
じ
ょ
ぅ
　
し

　
羽
生
田
城
址

　
　
　
且
重
の
お
ほ
り
は
　
歴
史
を
語
る
…
」

　
　
こ
の
詩
は
羽
生
田
小
学
校
校
歌
の
一
節

　
　
で
す
。
こ
の
校
歌
が
語
る
よ
う
に
現
在

　
　
の
羽
生
田
小
学
校
は
、
戦
国
期
の
城
址

ﾄ必酔1聊畔l岫だより
に
建
て
ら
れ
た
学
校
詐
才
。

　
羽
生
田
城
は
壬
生
絹
重
に
よ
告
達

城
を
守
る
出
城
の
Ｉ
つ
と
し
て
、
文
亀

年
間
（
１
５
０
１
～
１
５
０
４
）
に
築

か
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
城
は
、
黒
川
東
岸
の
台
地
上
に
あ
り
、

南
側
は
自
然
の
断
崖
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
水
田
地
帯
と
な
っ
て
い
る

東
側
は
、
当
時
は
大
き
な
池
が
あ
っ
た

と
言
わ
れ
、
自
然
の
要
害
に
よ
っ
て
敵

の
岬
愉
防
い
で
い
ま
し
た
。

　
天
正
Ｈ
年
（
１
５
８
６
）
、
羽
生
田

城
は
壬
生
氏
と
宇
都
宮
・
佐
竹
氏
連
合

軍
と
の
間
で
「
羽
生
田
合
戦
」
と
称
さ

れ
る
激
し
い
攻
防
戦
の
舞
台
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
飛
天
正
1
8
年
（
１
５
９
０
）

豊
臣
秀
吉
の
小
田
原
征
伐
の
時
、
壬
生

氏
は
北
条
方
に
味
方
し
た
た
め
滅
亡
し
、

羽
生
田
城
も
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
当
時
、
藤
倉
勘
斎
と
い
う
家
臣

が
同
城
を
守
っ
て
い
た
と
古
文
書
に
は

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
城
は
羽
生
田
小
学
校
か
ら
北
へ
広
が

る
よ
う
に
四
重
の
空
堀
と
土
塁
を
巡
ら

せ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
小
学
校
の

北
西
に
三
重
め
の
空
堀
と
土
塁
の
一
部

が
残
る
の
み
で
、
現
在
町
の
指
定
史
跡

と
な
っ
て
い
ま
す
。

▲羽生田城堀址▲羽生田城復元図バイパスから訪

便利です。　　
）田

と
生
る

羽
れ

ぐ

　
次
回
は
、
羽
生
田
地
区
に
あ
る
古
墳

の
中
で
、
最
も
古
い
時
期
に
造
ら
れ
た

「
下
坪
古
墳
群
」
に
つ
い
て
、
紹
介
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
資
料
館
昔
卿
丁
８
５
４
４

／／／／／／／Ｘ／／／／／／／Ｘ／／／／／／／Ｘ／／／／／／／Ｘ／／／／／／／Ｘ／／／／／／／Ｘ／／／／／／／Ｘ／／／／／／／Ｘ／／／／／／／Ｘ／／／／／／／Ｘ／／／／／／／Ｘ／／／／／／／Ｘ／
沁z、
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まちのわだい
儒:…………宮燭1心象憶惣1忿腿薦:匍宍:yj===

を迎え、９月１日、同校体育館におい
一

昭和５年に南犬飼尋常高等小学

昭和30年９月１日、現在の安塚

しT院立されヽ

校安塚文教場と改称し、校舎を現在地に建設。その後何度か改称し町村合併を経て、

小学校として独立しました。現在までに約3､300人が卒業しています。

　記念式典では、校長が「今後もみなさんに訪れる校風を築き上げていきましょう｡」と式辞を、続いて佐藤直久

ＰＴＡ会長が「みなさんの活躍でますます輝かしいものになることを期待いたします｡」と挨拶の後、記念品が児童

を代表して津久井豊君（6年生）に手渡されました。この後、低学年、中学年、高学年児童に分かれて、元気いっぱ

いに「お祝いの歌」を披露して、50周年を祝いました。

－民体育大会で優勝を目指す｡

､、

……………5゛作新学院軟式野嘔同咄祐基投手(3年)5‘:I……ij‘j'

..,.,,敬老のつどい
Ｉ
Ｉ

いぱ　
ついでり寄年おな気元‐

″
‐
‐
ａ

１場会

　
1
0
月
2
3
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
岡
山
国

体
に
出
場
す
る
、
作
新
学
院
軟
式
野
球

部
の
中
山
祐
基
投
手
（
お
も
ち
ゃ
の
ま

ち
２
丁
目
）
が
、
大
会
を
前
に
出
場
の

あ
い
さ
つ
に
来
町
し
ま
し
た
。

　
９
月
1
5
日
、
壬
生
中
央
公
民
館
に
お

い
て
、
「
敬
老
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
清
水
町
長
か
ら
、
「
人

間
、
夢
と
希
望
が
な
く
な
る
と
年
を
と
っ

た
と
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、

楽
し
み
を
見
つ
け
て
、
長
寿
を
満
喫
し

て
く
だ
さ
い
。
」
と
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。

　
続
い
て
演
芸
で
は
、
午
前
に
漫
談
、

歌
謡
も
の
ま
ね
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
午
後
に
は
、
大
津
美
子
さ
ん
の
歌

謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
会
場
内
の
希
望

者
と
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
や
全
員
で
の
、
ヒ
ッ

ト
曲
「
こ
こ
に
幸
あ
り
」
の
合
唱
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

-

　
中
山
投
手
は
８
月
に
行
わ
れ
た
全
国

高
校
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
出
場
を
か

け
た
北
関
東
大
会
の
決
勝
戦
で
、
同
点

で
迎
え
た
７
回
か
ら
登
板
し
、
延
長
1
3

回
ま
で
７
回
を
失
点
Ｏ
に
押
さ
え
る
好

投
を
み
せ
、
チ
ー
ム
を
勝
利
へ
と
導
き

ま
し
た
。
国
体
出
場
が
か
か
っ
た
選
手

権
大
会
で
は
準
々
決
勝
で
惜
し
く
も
さ

よ
な
ら
負
け
を
期
し
ま
し
た
が
、
選
考

委
員
会
で
選
ば
れ
国
体
出
場
と
な
り
ま

し
た
。

　
清
水
町
長
か
ら
「
国
体
で
も
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
」
と

激
励
さ
れ
る
と
、
中
山
投
手
は
「
最
後

ま
で
あ
き
ら
め
な
い
で
頑
張
り
ま
す
。
」

と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
笑
い
や
歓
声
、
歌
声
が
響
き
渡
り
、

会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
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っ
ぱ
い
コ
ン
ク

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
ー

認定

まちのわだい地域の話題などをお寄せください

新たに６名認定｀“...･i

　認定農業省制度に基づき、新たに６名の農業者が認定を受け、９月

６田こ役場会議室において、認定書の授与式が行われました。

　認定農業者制度は、経営規模の拡大や、生産方式・経営管理の合理

化、休日制・給与制の導入など、向こう５年間の経営目標をまとめた

「農業経営改善計画」を認定する制度です。

　認定を受けると、農地取得や機械・施設などの取得資金が低利で融

資を受けられるのをはじめ、税制の特例、経営相談や各種研修などが

受けられます。

曝今回認定を受けた方々（敬称略）（　）内は目標とする営農類型

番黒子　　徹　上　町（苛、水稲）　　移出井　喜好　釜ケ淵（薙、水稲）

魯甫坂　茂男　釜ケ淵（米麦、椎茸）　⑩ニノ宮正行　助　谷（毎、水稲）

広報公聴係昔81－1812

藤高岩

藤田遵

清見

　昇

万

原

町

坪

(苗)

(薙、米麦)

･

jg;ち

,=

立

=･｡

てのｿﾉiでお年寄りに感謝　

…………………==｡｡,………………==jj=目,･t=｡=,i=y宍iy,ｪ,j7j｡,=。｡ii,=,万｡ｪ,=｡ｪ，。。｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　■■■■■■　■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■･･■■■■■■■■■■■■■■㎜■■■■■■-･･■■■■J■■■■■

敬老ソバ会を開催･(国谷本田ｒ･
　国谷本田の長男会（栗原信明会長）は９月19［］の敬老の日、真照寺

において、地域のお年寄りを招いて敬老そば会を開催しました。

　長男会では、長い間地域を育んできてくれたお年寄りに感謝し何か

喜んでもらおうと、４年前から始めました。

　長男会の会員でもあるそば名人の高出征夫さん、高岩基治さんら会

員８名と奥さん方が、そげと天ぷら50食分を準備。毎年この日を楽し

みにしていると言う、この日集まった15名のお年寄りは、心のこもった

打ちたてのそばをいただいたり、壬生民話の会による昔話を聞いたりと、

楽しいひとときを過ごしました。

f第35回青少年健全育成……=｡=｡,･=｡i。。｡

２
位

３
位

３
位

混
和
館
苧
都
営
恵

栃
木
市
中
央
剣
道
場
（
栃
木
市
）

小
山
警
察
道
場
（
小
山
恵

19

９月４日、壬生中学校体育館

主催：壬生町少年剣道教室

参加40団体、参加総数97チーム

１
位
　
蔵
の
街
剣
志
会
（
栃
木
市
）

２
位
　
凌
雲
館
緑
剣
道
場
（
宇
都
宮
市
）

３
位
　
壬
生
町
少
年
剣
道
教
室
Ａ
　
（
壬
生
町
）

３
位
　
養
心
館
道
場
（
南
河
内
町
）

嗇
中
学
男
子
団
体
の
部

１
位
　
小
山
警
察
道
場
（
小
山
市
）

２
位
　
壬
生
中
学
校
Ａ

３
位
　
善
心
館
道
場
（
南
河
内
町
）

３
位
　
栃
木
市
中
央
剣
道
場
（
栃
木
市
）

奈
中
学
女
子
団
体
の
部

１
位
　
蔵
の
街
剣
志
会
（
栃
木
市
）

結
　
果

脊
小
学
生
団
体
の
部

　
９
月
４
目
、
睦
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
協
議
会
（
高
橋
悦
子
会
長
）
主
催

に
よ
る
、
「
第
７
回
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン

ク
ー
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
睦
小
学
校
の
児
童
も
審
査
に
加
わ
り
、

睦
地
区
の
各
自
治
会
を
回
り
、
自
治
会

で
管
理
を
し
て
い
る
花
の
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
自
治
会
に
よ
り
、
公
園
の
花
壇
に
植

え
ら
れ
て
い
る
も
の
や
、
道
路
沿
い
の

場
所
に
植
え
ら
れ
て
い
る
も
の
な
ど
、

違
い
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に

き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

一
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まちのわだい

ﾉ?とちぎや”さん感謝の気持ちを込めて
お年寄りに“うどん”を無償提供して･21S年j.’「I

　大字藤井の前宿坪自治会で飲食店を営む栃木勝さん（67才）は、

藤井小学校の運動会に見えるお年寄りに“うどん”を無償提供し

て26年になります。今年も10月１目の運動会に60食を用意しまし

た。

　始められたきっかけは、お店をオープンして10年が経過した昭

和54年のある日、お店の手伝いをしてくれている娘さんたちを見

ていて、「商売を始めて10年を迎えることができた。また、こう

して４人の娘たちを育ててくることができた｡」と恩ったとき、

地元への感謝の気持ちがわいてきたそうです。そして、何か地元

に恩返しできることはないかと考え、いつもお世話になっている

お年寄りに喜んでもらおうと始めたそうです。

　お年寄りから「この間はご馳走様でした。うまかったよ｡」と言われるとやってて良かったと思うそうです。今後も

続けていきたいと話してくれました。

こ役立てたlj

……………,……ｪ,………|=,=1……jﾋﾞ1==,;:i=::,=宍==,i==圖圖‐●

　　　　「救急蘇生法ij’‘

防ぐ大切な初期

防火クラブ消火

　壬生町体育協会（松本幸三会長）主催の「救急講習会」が、９月

14［］、町総合運動場・管理棟において、町体育指導委員や町体協部

員等40名が参加して行われました。

　ＡＥＤ（心停止した心臓に電気ショックを与える救命器具）が一

般の方でも使えることを受け、今回救急講習会を実施しました。

　参加者は、石橋地区消防組合壬生分署署員からＡＥＤの使用上の

注意等の説明を受けた後、実際に人形を使って体験。「ＡＥＤは何

回使っても良いのか｡」等質問をし、真剣に取り組んでいました。

また、実際に遭遇した場合は、「勇気を持って進んでやってほしい｡」

との話がありました。

　備え付けの消火器による消火技術の向上と消火器取り扱いの習熟

等を目的とした、婦人防火クラブ消火競技大会が、９月16[]午後７

時から、町総合運動場で開催されました。

　第22回を迎えた大会には、町婦人防火クラブ員他14名７チームが

参加して行われ、競技は15メートル先で燃えている危険物火災を簡

易消火器での消火を、タイムと競技者の態度や動作などで競います。

　競技の結果、栗橋和江・坂田寿子チームが同点決勝の末、第１位

となりました。

競技結果

１位　栗橋　和江・坂田　寿子組

４位　関口有佳里・佐藤　由美組

７位　大栗　良子・山田真紗子組

2位

5位

佐藤　紀子・石井

大藤とし子・大粟

厚子組

トク組

３位

６位

阿久津洋子・大橋　和枝組

高山　啓子・山田キクエ組
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木県民福祉のつどい｣で表彰　　
，,……,,.,.,.,･,･.,･.ｪ1...･,.･.=∃･･．

…………7……5………………　　　　　　　　おめでとうござい4'.jまII.･ず゛:゛':"'‘'

　８月31日、宇都宮市文化会館において開催された第11回栃木県民

福祉のつどいにおいて、次の方々が表彰されました。

　栃木県知事表彰（民生委員・児童委員功労者）

　山崎文吉　高間信義

診栃木県社会福祉協議会会長表彰（民生委員・児童委員功労者）

　早乙女ハツ

年……栃木県身体障害者団体連絡協議会会長表彰（更生援護功労者）

　斉藤秀夫

恰栃木県母子寡婦福祉連合会会長表彰（母子寡婦福祉援護功労者）

　瀬戸洋子

診栃木県共同募金会会長表彰（共同募金功労者）

　甫坂　清

參

ぷぐ。

,

田賤月さん(壬生小5年)･劇画子さん(壬生小6年長

y%J　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　%%l゛3~
爽とちぎﾌｧｰﾑﾌｪｽﾀ2005ﾐｭｰｼﾞｶﾙ｢ひとしずくのﾐﾙｸ｣に出演饌

　11月3 EIから６日までの４日間、壬生町羽生田で開催される「とちぎフアー

ムフェスタ2005」で公演されるミュージカル「ひとしずくのミルク」に

田村優月さんと甫坂陽子さんが出演します。

　歌と踊りが好きで応募したというお二人。夜の９時を過ぎたこともあっ

たという練習を経て、９月３目、県総合文化センターでの事前公演に出演。

初めての出演に「緊張はしなかった。少し思うように踊れなかったけど楽

しかった｡」という田村さん。「どきどきしたけどとても楽しかった｡」と

いう甫坂さん。メイン公演は、11月３日、６日の両［］、壬生町のフェスタ

会場内で公演されます。是非、生の公演をご覧ください。

　親子ふれあい教室が９月４日、助谷地内の畑で実施されました。

　この教室は、生涯学習館が年間を通して実施しているもので、親子

共同作業を通して、収穫の喜びと自然の恵みの大切さ、豊かな人間関

係の醸成を図ることを狙いとして実施しています。

　参加したのは町内の小・中学生の親子10組で、白菜の苗と大根の種

を蒔きました。初めに作業の手順や今後の畑の管理の仕方などの説明

を受けた後畑に入り、お父さんやお母さんと楽しそうに土にまみれて

いました。 11月下旬頃、収穫できそうです。

公衆衛生事業
発展に貢献
　　６　名

表彰を受ける

　９月９日、第45回栃木県公衆衛生大会が栃木県総合文化センターで行われ、６名の方

が表彰されました。

　この表彰は、多年にわたり公衆衛生事業の発展のため献身的な活動を続けている方で、

その功績が特に顕著である方を賞賛するものです。

保健衛生事業功労者（敬称略）

白知事表彰（個人）医療　上野忠之／食品衛生　中根幸男

犬大会長表彰（個人）医療　島田克己／母子保健　荒川ノリ子／生活衛生　小沼とし子

　　　　　　　　　　／生活衛生　安部見与

一



　
９
月
2
5
日
、
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
駅
東

口
を
会
場
に
、
「
フ
ェ
ス
タ
ー
ｎ
お
も

ち
ゃ
の
ま
ち
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
フ
ェ
ス
タ
ー
ｎ
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
」

は
、
昨
年
、
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
駅
西
目

の
電
線
地
中
化
を
記
念
し
て
初
め
て
行

わ
れ
、
今
回
で
２
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
会
場
に
は
多
く
の
模
擬
店
が
立
ち

並
ん
だ
ほ
か
、
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
幼

稚
園
、
岡
谷
幼
稚
園
、
メ
リ
士
フ
ン
ド

保
育
回
児
の
出
し
物
や
、
睦
小
学
校

の
コ
土
フ
ス
、
よ
さ
こ
い
、
わ
ん
わ
ん

シ
ョ
ー
、
人
気
ゲ
ー
ム
機
や
自
転
車
が

当
た
る
ス
ク
ラ
ッ
チ
く
じ
の
抽
選
会
、

お
も
ち
ゃ
チ
ャ
リ
テ
ィ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

な
ど
、
多
く
の
催
し
が
行
わ
れ
、
大
勢

の
人
で
一
日
中
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て

い
ま
し
た
。

号年皆徐酔鶯ﾄﾞ剣濡鮨喧回訃

睦小　６年

村松進入朗

未来に生きるわたし

　　｢生物学者になったぼく｣

　
町
で
は
、
第
３
子
以
上
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に
「
す
こ
や
か
子
育
て

支
援
金
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

※
支
後
金
の
受
給
要
件
、
申
諸
方
法
等

　
は
、
町
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
（
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8
1
－
１
８
３
１
）
へ

臼井　笙ちゃんご兄弟（中泉）

- 一 一

⑩@○・
◆社会福祉協議会へ　　　　　（○数字は寄付回数）

日歌研師範連盟栃木県支部南地区合同発表会様②

　　　　　　　　　　　　　　　　　　３万８千787円

伏本美佐恵様⑩　　　　　　　　　　　　　　５万円

羽生田西部親睦会様⑩　　　　　　　　　　　３千円

　　　　●.i＼･･

.,･･j

･/

睦小　６年

　　石崎悠衣

　　　　　　　　7:､.･:･:…………………’?19、

未来に生きるわたし

　　　　　　｢イラストレーターになったわたし｣

凪100古紙配合率loo%再生紙を使用しています　22

　　●　●
　　介国　　護民
鎖言ぱ

阻ﾄﾞ順

11収　税
言jム

日心　　　心

11
月
の
納
税
等
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